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食育・地産地消に関するアンケート調査票 

（一般県民対象） 

 

■ あなたについてお伺いします。  (該当する項目を○で囲んでください) 

A あなたの住んでいる市町名：                        

 

B あなたの年齢   ①１０代 ②２０代 ③３０代 ④４０代 ⑤５０代 ⑥６０代 ⑦７０代以上 

 

Ｃ あなたの性別   ①男   ②女 

 

Ｄ あなたの職業    

 仕事をしている方 …①正規の職員・従業員 ②パート・アルバイト ③会社などの役員 ④自営業 ⑤その他 

 仕事をしていない方…⑥主婦  ⑦学生  ⑧定年退職者  ⑨その他 

 

Ｄ あなたの世帯構成  ① 単身世帯   ② 核家族世帯（夫妻のみ世帯を含む） 

③ 多世代世帯（三世代以上）   ④ その他 

 

■ それでは、以下の質問に対して当てはまるものに○印または文章でお答えください。 

 

Ⅰ あなたの「普段の食生活」と「食育」についてお聞きします。 

 

 

 

 

 

問１．あなたは、１週間のうち何回、家族または知人等と一緒に食事をしていますか。 

※全員一緒でなくても、誰か一緒に食卓についていることも含みます 

（○印はそれぞれ１つ） 
 

【朝食】  １．毎日  ２．週５～６回  ３．週３～４回  

 ４．週１～２回  ５．全くない 
 

【夕食】  １．毎日  ２．週５～６回  ３．週３～４回  

 ４．週１～２回  ５．全くない 

 

問２．あなたは、「健康と食生活の関係」について関心がありますか。（○印は１つ） 
 

   １．とても関心がある  ２．関心がある ３．関心がない  ４．わからない 

 

問３．あなた（あなたの家庭）は、日常の食事の中に郷土料理や伝承料理を取り入れて食

べていますか。（◯印は１つ） 

 

   １．よく食べる   ２．ときどき食べる  ３．ほとんど食べない 

食育とは、様々な経験を通じて「食」に関する知識と、身体に良い食材を選んだり栄養を損なわな

い調理方法を選ぶなど、「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践できる人間を育てること

をいいます。 
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問４．あなた（あなたの家庭）は、行事食（おせち料理、桃の節句、端午の節句等の行事

で食べる食事）を取り入れて年に１回以上食べていますか。（○印は１つ） 

 

  １．いわれについて理解した上で食べる。 ２．いわれはわからないが食べる。 

  ３.いわれは理解しているが食べない。  ４．いわれも知らないし食べない。 

 

問５．あなた（あなたの家庭）が、日々の食事の中で実践していることはどれですか。 

（〇印はいくつでも） 

   １．地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を伝えること 

   ２．旬の食材を使って季節に応じた料理を楽しむこと 

   ３．食材に関する知識や料理技術を身につけること 

   ４．家族揃って食卓を囲み、会話をしながら楽しく食べること。 

   ５．主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1日 2回以上食べること。 

   ６．朝昼晩、３食きちんと決まった時間に食べること。 

   ７．生産から消費までの食べ物の循環を意識し、食品ロスを減らすこと。 

   ８．その他（                               ） 

 

問６．主食・主菜・副菜を３つ揃えて食べる食事を 1 日に２回以上食べるのは、週に何日

ありますか。 

 

   １．ほぼ毎日  ２．週に４～５日  ３．週に２～３日  ４．ほとんどない 

 

 

問７．あなた（あなたの家族）は、食事の際に主食としてごはんを食べますか。 

 

   １．1日３食、毎日食べる ２．1日２回、毎日食べる ３．１日１回毎日食べる 

   ４．週に４～５回食べる   ５．週に２～３回たべる  ６．週に１～２回たべる 

   ７．食べない 

 

問８. あなた（あなたの家庭で）は、食事をする時に、「よく噛むこと」、「味わって食べる

こと」など、食べ方を意識していますか。（○印は 1つ） 

 

   １．常に意識している             ２．時々意識している 

   ３．意識していない               ４．わからない 

 

問９．あなた（あなたの家庭）の日常の食事では、どのくらいの頻度で手作りをしていま 

すか。※一品だけでも構いません（○印はそれぞれ１つ） 

 

【朝食】  １．毎日  ２．週５～６回  ３．週３～４回  

 ４．週１～２回  ５．全くない 

 

【昼食】  １．毎日  ２．週５～６回  ３．週３～４回  

 ４．週１～２回  ５．全くない 

【夕食】  １．毎日  ２．週５～６回  ３．週３～４回  

 ４．週１～２回  ５．全くない 
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 問１０．あなた（あなたの家庭で）は、家庭での食事に市販のお惣菜やお弁当をどの 

くらいの頻度で利用していますか。市販のお惣菜、お弁当には、外食店のデリバ 

リーや宅配弁当を含みます。（○印は 1つ） 

 

  １．週５回以上  ２．週３～４回  ３．週２回以下   ４．全く利用しない 

 

問１１ 問１０で回答を選択した理由をお答えください。（〇印は３つまで） 

 

１．献立を考えたり、調理をする時間がないから 

２．献立を考えたり、調理をするのが面倒だから（または技術がないから） 

   ３．自分の献立に追加して手軽に品数を増やせるから 

４．家族が食べたがる、または買ってくるから 

５．種類が豊富でおいしいから 

６．家では作ることができない料理が味わえるから 

   ７．揚げ物の油はねなどで台所が汚れる心配がないから 

８．家族の人数分だけ購入することで材料が無駄にならないから 

９．その他（                      ） 

 

問１２．食品の安全性について、あなたは不安に感じていることがありますか。 

あるとすれば、それは何ですか。（〇印は３つまで） 

 

 １．汚染物質 ２．農薬 ３．家畜用抗生物質 ４．有害微生物（細菌・ｳｨﾙｽ） 

 ５．遺伝子組換え食品 ６．BSE（牛海綿状脳症） ７．食品添加物 

 ８．いわゆる健康食品の安全性  ９．原産国  １０．放射性物質 

１１．その他（               ） １２．特にない 

 

問１３．食育について、県では下記の施策に取り組んでいます。 

この中で、引き続き推進の強化が必要だと考えるものは何ですか。また、下記 

項目以外に取り組むべきことについて、その他の欄に御記入ください。 

（〇印は３つまで） 

   １．小中学生に対する地場産給食を通じた農林漁業や食への意識づけ 

   ２．近い将来自立した食生活を送る高校生に対する、食の選択力を身に着ける指導 

   ３．継続的にスポーツをする人たちに対する栄養や食べ方の指導 

   ４．食べ残しや廃棄を減らす「おいしいふくい食べきり運動」の推進 

５．ごはんを主食としながら、主菜・副菜に加え適度に牛乳・乳製品や果物が 

加わった、バランスのとれた日本型食生活の推進 

   ６．伝統野菜を継承し長く栽培していくための支援 

   ７．子育て中の親たちに対する食にまつわる文化や栄養・調理技術などの指導 

   ８．働き盛りの人たちに対する食習慣改善指導 

   ９. 食品の安全性に関する知識を習得するための機会づくり 

  １０．消費者と生産者の相互理解を深めるための機会づくり 

１１．その他（               ） 
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Ⅱ 「地産地消」についてお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４．あなたは、農林水産物や農産加工品を購入する際、福井県産農林水産物（以下 

「地場産品」という）であることを意識していますか。（○印は 1つ） 

 

    １．常に意識している  ２．たまに意識している   ３．意識していない  

    ４．その他（          ） 

 

問１５．問１４で、「１.常に意識している」、または「２.たまに意識している」と回答し

た方にお聞きします。その理由は何ですか。（〇印はいくつでも） 

 

    １．新鮮だから   ２．安全で安心できるから   ３．価格が安いから 

    ４．おいしいから  ５．地域の農地保全や農業振興につながるから 

６．食料自給率に関心があるから 

７．フードマイレージなどの環境負荷が少ないから 

８．その他（          ） 

 ※フードマイレージ：食料の輸送距離という意味で、生産地から消費地までの食料の輸 

送に伴い排出される二酸化炭素が、環境に与える負荷を表したもの。 

 

 

問１６．あなたが、スーパーなど量販店で地場産品を購入する際、県外産品と比較して 

気がつくことはありますか。あるとすればそれは何ですか。（〇印はいくつでも） 

    

１．種類が少ない  ２．種類が豊富  ３．価格が高い  ４．価格が安い 

５．伝統野菜など特徴のある品目がない ６．特徴のある品目が多い。 

７．品質、鮮度が良くない  ８．品質、鮮度が良い 

９．地場産品だとわかる表示が少ない １０．その他（           ） 

１１．特に不満はない 

 

問１７． あなたは、販売・使用される地場産品の種類や量が今より増えた方が良いと考え

ますか。増えるとすれば、どこで増えるのが良いと思いますか。（〇印は３つまで） 

 

    １．量販店の生鮮品売場   ２．量販店の惣菜売場 

    ３．社員食堂や学生食堂   ４．福祉施設や病院 

  ５．弁当・惣菜専門店    ６．コンビニエンスストア 

  ７．学校給食        ８．飲食店 

９．その他（           ）  １０．増やす必要は感じない 

 

「地産地消」とは、地域で生産されたものを、その地域で消費することです。 

「地産地消」による消費者のメリットとして、 

・生産者との距離が近く、新鮮な食材を食べることができる 

・地域の身近な食材を通して、食材の旬や産地について理解を深められる 

・地域固有の食材を活用した郷土料理や行事食など、食文化の伝承につながる 

などが挙げられます。 
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問１８． あなたは、地場産品がどのような形で販売されていると日々の食事に取り入れ

やすいと思いますか。（３つまで） 

 

    １．生鮮品のままがいい  ２．下処理済み(皮むき、カット済み等)がいい 

    ３．料理ごとにカットして人数分セットされているパックがいい 

    ４．そのまま食べられる惣菜がいい ５．冷凍食品だといい 

    ６．その他（                             ） 

 

 

問１９．県では、地産地消をさらに進めるしくみを検討しています。どのようなしくみが

あれば、地産池消が進むと考えますか。（〇印は３つまで） 

 

    １．ポイント制度の導入などにより、購入金額の一部が購入者に還元されるしくみ 

    ２．地場産品を積極的に活用する飲食店や量販店等に経済的支援をするしくみ 

    ３．弁当や総菜など、地場産品を使用した加工食品を購入できるしくみ 

    ４．下処理済みの地場産品（一次加工品）を購入できるしくみ 

５．食育や地産地消を積極的に推進するボランティア活動の応援につながるしくみ 

    ６．学校給食における地場産品の利用推進など、子どもたちへの提供につながるし

くみ 

    ７．農林漁業体験を通じた地場産品に対する理解を促すしくみ 

    ８．地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法を若い世代に伝えるしくみ 

    ９．食の循環と環境への配慮について学ぶしくみ 

    １０．その他（          ） 

 

 

問２０．食育・地産地消の推進について、ご意見がございましたらお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 


